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研究成果の概要（和文）：本研究は現代日本に生きる個人が安全・安心な生活および社会を構築する主体となる
ための「生活リスクリテラシー」の視座を明らかにし、その実践モデルを開発することを目的としている。生活
リスクリテラシーの構造は、リスクの様相についての理解と知識、リスク認知のメカニズムや特徴についての理
解、リスクへの対処（リスクマネジメントとリスクコミュニケーション）の手法の理解と実践の3要素から成る
ことを導き、これを具体化した社会人向け教材を開発、研究授業の実践を行った。受講者からリテラシーの構造
と教材内容への一定の評価とともに個々の生活場面への援用をとのニーズが得られ、リテラシー涵養の要件検討
の具体化へとつながった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to conceptualize and examine the component of risk literacy 
for everyday life, and to construct the practical model and learning program to cultivate risk 
literacy. The author designed the learning program for students based on the whole structure of risk
 literacy, then, composed a lecture that is based on the three components of risk literacy; the 
state of risk, risk perception and risk coping (risk management and risk communication). After the 
lecture, questionnaire was conducted to obtain students' awareness and needs related to risk 
literacy. As a result, students realized through a lecture that they are the subject for the risk; 
also they noticed the significance and the contents of risk literacy. Three components seem adequate
 as the whole structure of risk literacy in everyday life, however, the conditions are necessary 
that individuals feel the sense of reality, as well as they can be released from the temporal and 
spatial constraints for obtaining the literacy.

研究分野：リスクマネジメント論

キーワード： 生活リスク　リスクリテラシー　リテラシーの構造　リスクの様相　リスクの認知　リスクへの対処　
教材開発　リスクコミュニケーション
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１．研究開始当初の背景 

リスクが具現化すると、多くの場合にその
実害を被るのは個々の生活者となる。リスク
が増大化し、かつ自己責任や自助が強調され
る近年にあって、生活者がこれを理解し対処
する必要性が高まっている。同時に、リスク
の発生と解決の社会化が加速する今日では、
生活者が社会と連携しながらリスクとおり
あいをつけるしくみの構築も喫緊な課題と
なっている。 

科学技術基本計画の第二期以降、わが国で
は安全・安心の実現にむけた科学技術の研究
開発が重要視され、東日本大震災ならびに東
京電力福島第一原発事故の発生後にはこれ
が加速した。第四期科学技術基本計画のもと、
文部科学省科学技術・学術審議会 安全・安
心科学技術および社会連携委員会は「安全・
安心科学技術に関する重要課題について」
（2012）をとりまとめた。さらに 2014 年 3
月には「リスクコミュニケーションの推進方
策」がとりまとめられた。そこでは多様なス
テークホルダーを射程に入れた取り組みの
必要性が指摘されるとともに、「リスクに関
する科学技術リテラシー・社会リテラシーの
向上」が今後の重要課題として示されている。 

生活者ひとりひとりがリスクに対する素
養を身につけることは、自らの生活の質を高
めるだけではなく、安全・安心な社会の構築
に不可欠の要件であるとの認識が学術的に
も高まっている。 
 
２．研究の目的 

本研究では、現代日本に生きる個人（生活
者）にとって身につけることが求められるリ
テラシーとして「生活リスクリテラシー」と
いう概念を提起する。そのうえで、いったい
どのような能力を身につければ生活リスク
リテラシーを身につけたと言えるのか、また
それらの能力を向上させるためには社会の
中のどの主体が何をすべきなのかを明らか
にしてゆく。生活者が安全・安心な生活およ
び社会を構築する主体となるための生活リ
スクリテラシーの視座を明らかにし、その実
践モデルを開発することが研究の目的であ
る。 
 
３．研究の方法 

研究は以下の４つの課題から構成される。 
(1)生活リスクリテラシーの概念の明確化、
(2)生活リスクリテラシーの具体的内容の整
理と提示、(3)生活リスクリテラシーに関す
る社会人向けの教材の開発と授業実践、(4)
生活リスクリテラシーの涵養にむけての今
後のマイルストーンの検討。 

課題 1 では、「生活リスクリテラシー」と
は何か、その本質や構成要素はどのようであ
るかについて、二次資料および申請者が 2012
年に実施した生活者を対象とする社会調査
データを用いながら考察する。課題 2につい

ては、生活者に必要な生活リスクリテラシー
の内容を現代の日本社会の特性に照らして
具体的に整理し提示する。課題 3では、これ
までに得られた内容をもとに教材を開発し
研究授業を実施・評価することとなる。研究
授業は、申請者の本務校である放送大学の面
接授業において行う。課題 4では、得られた
実践的モデルが実効性を持つための要件を
検討し全体を総括する。 
 
４．研究成果 
 
 課題 1および課題 2から、生活リスクリテ
ラシーの構造は次の 3要素によりとらえられ
ることを導いた。①リスクの様相についての
理解と知識、②リスク認知のメカニズムや特
徴についての理解、③リスクへの対処（リス
クマネジメントとリスクコミュニケーショ
ン）の手法を理解し実践する能力（図 1）。 

 
図 1 生活リスクリテラシーの構造 

 
 
 課題 3では、教材を作成し、社会人大学生
291 人を対象に授業実践を行った（80 分×8
コマ、7クラス）。 
教材は 3要素からなる生活リスクリテラシ

ーの構造をふまえており、内容は以下のとお
りである。①リスクの様相：リスクの定義、
リスクと近接概念（ハザード、ペリル、ダメ
ージ、危機）との関係、リスク把握の手法、
リスクの実際(リスクの質的把握、リスクの
量的把握)、②リスクの認知：客観リスクと
主観リスクの違い、パーセプションギャップ、
ヒューリスティック、リスク認知のバイアス、
リスク受容と便益、ゼロリスク要求）、③リ
スク対処（リスクマネジメントとリスクコミ
ュニケーションの関係、リスクマネジメント
のプロセス、リスクコミュニケーションのプ
ロセス、実践事例紹介）。これらは 23 頁のレ
ジメ及び 116枚のスライドとして具体化され
た。授業終了後、学習者からは授業評価を受
けた。なお、授業評価データについては、個
人が特定されることはなく、またその取り扱
いに十分な配慮を行った。 

(3) Literacy of understanding and practicing about risk 
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 平成 27 年度に実施した授業（51 人、80 分
×8 コマ、2 クラス）から得た授業評価デー
タ（「以前は知らなかった・あるいは思い違
いをしていたが今回分かって良かった、以前
から知っていたがさらによく分かって良か
ったと、とくに強く感じた内容はありますか。
それはどのようなことでしょうか。具体的に
書いて下さい」に対する回答）をテキストマ
イニングした結果、学習者は、教材を用いた
授業によって、リスク問題を自らの生活の文
脈になかに位置づけ主体的に受講していた
こと、リスクマネジメントとリスクコミュニ
ケーションの両方の重要性を再認識したこ
と等が分かった。とりわけ、リスク認知の多
様性ゆえのリスクコミュニケーションに意
義を認めつつその具体的手法を理解したこ
とに対する満足感が認められた(図 2、3)。 

これらの知見とともに、授業評価データ
（「生活リスクについて、あなたが今後さら
に知識を得て理解を深めてゆきたいと思っ
ていることは具体的にはどのようなことで
しょうか。また、それはなぜですか。具体的
に書いて下さい」に対する回答）からは、自
らの生活現場（職場、地域、家庭）に即適用
可能な素材を扱って欲しいとのさらなる学
習ニーズが抽出された(図 4)。 

そこで、具体的事例を増やすなど、ニーズ
を教材に反映させたうえで（レジメ 28 頁、
スライド 149 枚）、28 年度、29 年度にはあら
たな研究授業を実施した（240 人、80 分×8
コマ、5クラス）。その受講により生活リスク
全体に対する理解と実践の程度が高まった
と自己評価するものが 9割を超える結果とな
った。生活リスクリテラシーの構造ならびそ
の教材の具体的内容は一定確認できたもの
と考える。 
課題 4について、リテラシーの涵養に向け

ては、生活者にとってリアリティが感じられ
る素材を用いながら、多様なステークホルダ
ーとの関係性のなかで時間的・空間的な制約
なく学びやすい状況を作ること、とくに多様
な年齢層に向けたプログラムの開発や場の
提供を行うことの必要性が認められた。 

この新たな課題への対応については、現在、
放送授業の開設（BS にて全国放送）とテキス
トの出版(市販)、また 20 歳前後の大学生の
リスク講座の実施（全国大学生協連との協
働）というかたちで展開中である。放送授業
およびテキストでは、リスクの基本概念、リ
スクマネジメントの基本的手法、リスクコミ
ュニケーションの基本的手法、自然災害、食
品安全、犯罪、日常生活用製品、リスクガバ
ナンス等を、また通学制の大学生を対象とし
たプログラムでは、カルト・宗教・マインド
コントロール、ネットトラブル、ブラックバ
イト・ブラック企業、悪質商法、セクハラ・
パワハラなどのキャンパスハラスメント、こ
ころの病、ドラッグ、自転車事故とスポーツ
事故、自然災害＆防災、食生活と病気等をそ
れぞれ扱うといったように、いずれも学習者

のニーズを想定して設定することとしてい
る。 
これらの研究成果については、次項にある

とおり国内外の学会で研究報告を行った。ま
た学術の領域以外でも、研究代表者が委員を
務める文部科学省安全・安心科学技術及び社
会連携委員会等において、同知見をふまえつ
つ、生活者の立場からの安全・安心科学技術
政策のあり方についての意見表出を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 受講による学習者の気づき 
 

図 3 教材と学習者の気づきの関係 
 

図 4 生活リスクについてのさらなる 
学習ニーズ 

 

Graph of nouns, verbs and adjectives for the awareness of 
students related to risk literacy in classroom session

Graph of overlapping nodes of students’ awareness and 
learning material

Graph of correspondence between the lecture material 
and the students’ future learning needs for risk literacy
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